
鳥取県に対して、具体的なイメージが想起されにくい

宇宙船打ち上げ技術の進化や、宇宙エレベーターの稼働開始等により、観光目的でも気軽に宇宙へ行くことができるようになる。それに伴い、月、火星といった地球の外

にも居住地を持つ人が増加し、地球と宇宙の二拠点居住が一般的となる。

二拠点居住者の宇宙空間（宇宙船内、月、火星）での生活は人工物に囲まれた無機質なものであることから、地球での生活は自然豊かな場所で過ごしたいとのニーズが高

まり、自然豊かな鳥取県が憩いの地として人気を集める。

いままでは

変化のポイント(商品・サービス/価値観・行動/業界/などの変化）

2070  ~ 2080  

概要

これからは

鳥取県は自然豊かで、ゆっくりするために行きたいところ

宇宙での生活や宇宙と地球の二拠点居住が一般化し、自然豊かな鳥取県が宇宙と

の中継地点として憩いの地となる
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